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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第24期

第２四半期
連結累計期間

第25期
第２四半期
連結累計期間

第24期

会計期間
自 平成26年10月１日
至 平成27年３月31日

自 平成27年10月１日
至 平成28年３月31日

自 平成26年10月１日
至 平成27年９月30日

売上高 （千円） 3,713,113 4,094,705 7,621,060

経常利益 （千円） 414,480 404,415 630,539

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 254,745 256,355 409,793

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 254,745 253,722 404,528

純資産額 （千円） 2,276,346 2,480,091 2,426,129

総資産額 （千円） 3,673,989 3,841,270 3,971,106

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 37.28 37.51 59.96

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － 37.43 59.86

自己資本比率 （％） 59.5 62.2 58.8

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 359,883 111,528 696,821

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △113,633 △79,970 △176,120

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △176,969 △236,238 △208,883

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 1,723,636 1,761,491 1,966,172

 

回次
第24期

第２四半期
連結会計期間

第25期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成27年１月１日
至 平成27年３月31日

自 平成28年１月１日
至 平成28年３月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 11.20 29.20

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第24期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有

している潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等の適用により、第１四半期連

結累計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としており

ます。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の連結子会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前連結会計年度の有価証券報告書

に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

 当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 

（１）業績の状況

　当第２四半期連結累計期間（平成27年10月１日～平成28年３月31日）における我が国経済は、世界経済の影響等に

より依然として先行き不透明な状況が続いているものの、各種政策を背景にした企業収益の改善が進み、景気は緩や

かな回復基調で推移しております。雇用情勢においては、企業の採用意欲は引き続き活発であり、平成28年2月の有

効求人倍率は1.28倍と高い水準を維持しております。

　このような状況において、当社グループは、依然としてメディア情報事業におけるエンジニアマーケットの売上高

が鈍化しておりますが、その他各事業部の売上高は順調に推移し、第２四半期の売上高は計画を上回る推移となりま

した。また、支出面においては、全体的にコストを抑制した結果、経常利益は計画を上回る結果となりました。

　以上の結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は、4,094,705千円（前年同四半期比10.3％増）、損益に

ついては、営業利益400,503千円（前年同四半期比3.3％減）、経常利益404,415千円（前年同四半期比2.4％減）、親

会社株主に帰属する四半期純利益256,355千円（前年同四半期比0.6％増）となりました。

 

＜事業の種類別の業績＞

　当社は人材サービス事業の単一セグメントでありセグメント情報の記載を省略しているため、事業の種類別に記載

しております。なお、平成27年10月１日より事業シナジーを強化するため、従来のキャリア情報事業で運営をしてお

りました新卒採用支援事業を、新卒紹介事業と統合いたしました。これに伴い、キャリア情報事業の中途採用支援事

業をメディア情報事業へ名称変更をしております。

 

①メディア情報事業

　メディア情報事業は、Ｗｅｂ求人広告・適職フェア・情報誌等の商品・サービスを展開しております。

　当第２四半期連結累計期間におきましては、「エンジニア」マーケットの売上高は、前年同期比９％減となりま

した。一方で「営業」マーケットにつきましては、前年同期比15％増と順調に推移しております。また、企業の女

性採用ニーズが引き続き活況且つ、人気キャラクター「リトルミイ」をイメージキャラクターとした広告宣伝やＳ

ＮＳを活用したプロモーションにより、「女性」マーケットが前年同期比11％増と順調に推移しました。

　以上の結果、当第２四半期連結累計期間におけるメディア情報事業の売上高は、1,983,856千円（前年同四半期

比3.3％増）となりました。

 

②人材紹介事業

　人材紹介事業は、ご登録頂いた求職者の方に最適な求人案件をご紹介する登録型人材紹介を運営しております。

　当第２四半期連結累計期間におきましては、引き続き「エンジニア」「営業」マーケットに加え、当第２四半期

より「女性」マーケットに注力し、成約件数は増加しております。登録者の獲得については、広告宣伝や、知人紹

介キャンペーン、自社メディア『＠type』『女の転職＠type』と人材紹介サービスを組み合わせた提案が引き続き

好調で、順調に推移しております。また、コンサルタントの採用を強化したことにより、成約件数及び売上高が増

加しております。

　以上の結果、当第２四半期連結累計期間における人材紹介事業の売上高は、844,178千円（前年同四半期比

26.3％増）となりました。

 

③新卒マーケット事業（新卒メディア事業・新卒紹介事業）

　新卒メディア事業は、新卒者を対象とする就職イベント・情報誌等の商品・サービスを展開しております。

　当第２四半期連結累計期間におきましては、2017年卒業予定の学生向けの就職活動の時期が変更となりました

が、大型イベントの開催を増加したことにより、売上高は順調に推移しております。

　以上の結果、当第２四半期連結累計期間における新卒メディア事業の売上高は、222,252千円（前年同期比5.3%

増）となりました。
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　新卒紹介事業は、ご登録頂いた学生の方に最適な新卒採用案件をご紹介する登録型新卒紹介を運営しておりま

す。

　当第２四半期連結累計期間におきましては、採用単価が上昇し、成約数が計画以上に推移したことにより、売上

高が増加いたしました。また、新規求人案件数及び、学生の登録数も好調に推移しております。

　以上の結果、当第２四半期連結累計期間における新卒紹介事業の売上高は、33,145千円（前年同四半期比

136.2％増）となりました。

 

④ＩＴ派遣事業

　ＩＴ派遣事業は、当社にご登録頂いた登録者の中から、求人企業の採用ニーズに最適な人材を派遣する一般労働

者派遣を運営しております。

　当第２四半期連結累計期間におきましては、引き続き強みとする「エンジニア」マーケットを中心に、派遣ス

タッフの稼動人数が増加し、売上高が増加いたしました。また、引き続き既存事業との連携を行いながら、新規案

件獲得及び登録者獲得も堅調に推移しており、売上高の増加を図っております。

　以上の結果、当第２四半期連結累計期間におけるＩＴ派遣事業の売上高は、1,016,106千円（前年同四半期比

12.8％増）となりました。

 

 （２）財政状態の分析

（流動資産）

　当第２四半期連結会計期間末における流動資産の残高は3,058,380千円となり、前連結会計年度末に比べ

122,513千円減少いたしました。これは主に現金及び預金が204,681千円減少、売掛金が71,240千円増加したこと

によるものであります。

（固定資産）

　当第２四半期連結会計期間末における固定資産の残高は782,890千円となり、前連結会計年度末に比べ7,322千

円減少いたしました。これは主に有形固定資産が13,880千円減少したことによるものであります。

（流動負債）

　当第２四半期連結会計期間末における流動負債の残高は1,222,691千円となり、前連結会計年度末に比べ

158,018千円減少いたしました。これは主に未払法人税等が51,191千円減少、未払金が41,625千円減少、賞与引

当金が40,053千円減少したことによるものであります。

（固定負債）

　当第２四半期連結会計期間末における固定負債の残高は138,488千円となり、前連結会計年度末に比べ25,779

千円減少いたしました。これは主に長期借入金が30,400千円減少したことによるものであります。

（純資産）

　当第２四半期連結会計期間末における純資産の残高は2,480,091千円となり、前連結会計年度末に比べ53,962

千円増加いたしました。これは主に利益剰余金が51,329千円増加したことによるものであります。

 

 （３）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比

べ204,681千円減少し、1,761,491千円となりました。当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの

状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　　当第２四半期連結累計期間の営業活動の結果得られた資金は、111,528千円（前年同四半期比248,355千円の収

入減）でありました。これは、税金等調整前四半期純利益を404,415千円計上し、法人税等の支払による支出が

179,641千円、売上債権の増加による支出が74,845千円あったこと等によるものであります。

　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　　当第２四半期連結累計期間の投資活動の結果使用した資金は、79,970千円（前年同四半期比33,662千円の支出

減）でありました。これは、無形固定資産の取得による支出が63,882千円、敷金及び保証金の差入による支出が

13,847千円あったこと等によるものであります。

　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　　当第２四半期連結累計期間の財務活動の結果使用した資金は、236,238千円（前年同四半期比59,269千円の支出

増）でありました。これは、配当金の支払額が204,797千円、長期借入金の返済による支出が30,400千円あった

こと等によるものであります。

 

 （４）事業上及び財務上の対処すべき課題

　　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

 （５）研究開発活動
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 　 該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 20,640,000

計 20,640,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成28年３月31日）

提出日現在発行数
（株）

（平成28年５月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 7,054,400 7,054,400
東京証券取引所

（市場第一部）
単元株式数100株

計 7,054,400 7,054,400 － －

（注）「提出日現在発行数」欄には、平成28年５月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発

行された株式数は含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成28年１月１日～

平成28年３月31日
－ 7,054,400 － 558,663 － 211,310
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（６）【大株主の状況】

  平成28年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

多田弘實 東京都世田谷区　 1,124,900 15.95

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信

託口）
東京都港区浜松町2-11-3 878,800 12.46

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社

（信託口）
東京都中央区晴海1-8-11 341,600 4.84

五味大輔 長野県松本市 240,000 3.40

キャリアデザインセンター社員持株会
東京都港区赤坂3-21-20

赤坂ロングビーチビル
135,600 1.92

株式会社ダイヤモンド社 東京都渋谷区神宮前6-12-17 120,000 1.70

伊集院敏 埼玉県富士見市 113,200 1.60

楽天証券株式会社 東京都世田谷区玉川1-14-1 100,600 1.43

中桐基雄 大阪府大阪市平野区 88,000 1.25

横田和仁 東京都千代田区 81,700 1.16

計 － 3,224,400 45.71

（注）１．上記日本マスタートラスト信託銀行株式会社の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は、851,400株であ

ります。

２．上記日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は、314,500株

であります。

３．当社の保有する自己株式220,200株（保有比率3.12％）は上表に含まれません。

４．フィデリティ投信株式会社から、平成28年４月７日付の大量保有報告書の提出があり、平成28年３月31日現在

で458,000株を保有している旨が記載されておりますが、当社として期末時点における実質所有株式数の確認

ができませんので、上記大株主の状況には含めておりません。

なお、フィデリティ投信株式会社の大量保有報告書の内容は以下のとおりであります。

氏名又は名称 住所
保有株券等の数

（株）

株券等保有割合

（％）

フィデリティ投信株式会社 東京都港区虎ノ門4-3-1 株式　458,000 6.49

５．大和証券投資信託委託株式会社及びその共同保有者である大和証券株式会社から、平成28年３月４日付の大量

保有報告書の提出があり、平成28年２月29日現在でそれぞれ以下のとおり株式を保有している旨が記載されて

おりますが、当社として期末時点における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況には含

めておりません。

氏名又は名称 住所
保有株券等の数

（株）

株券等保有割合

（％）

大和証券投資信託委託株式会社 東京都千代田区丸の内1-9-1 株式　309,600 4.39

大和証券株式会社 東京都千代田区丸の内1-9-1 株式 　29,900 0.42
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

（平成28年３月31日現在）
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

 無議決権株式            －            －            －

 議決権制限株式（自己株式等）            －            －            －

 議決権制限株式（その他）            －            －            －

 完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　220,200            －  －

 完全議決権株式（その他） 普通株式　6,831,300 68,313  －

 単元未満株式 普通株式　　　2,900            －            －

 発行済株式総数 7,054,400            －            －

 総株主の議決権            － 68,313            －

 

②【自己株式等】

（平成28年３月31日現在）
 

所有者の氏名又は

名称
所有者の住所

自己名義所有株式

数（株）

他人名義所有株式

数（株）

所有株式数の合計

（株）

発行済株式総数に

対する所有株式数

の割合（％）

株式会社キャリア

デザインセンター

東京都港区赤坂三

丁目21番20号
220,200 － 220,200 3.12

計 － 220,200 － 220,200 3.12

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成28年１月１日から平

成28年３月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成27年10月１日から平成28年３月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成27年９月30日)
当第２四半期連結会計期間

(平成28年３月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,066,172 1,861,491

売掛金 918,794 990,035

その他 198,634 212,230

貸倒引当金 △2,708 △5,377

流動資産合計 3,180,894 3,058,380

固定資産   

有形固定資産 179,923 166,043

無形固定資産   

ソフトウエア 427,428 420,930

その他 3,879 5,223

無形固定資産合計 431,308 426,154

投資その他の資産 ※ 178,980 ※ 190,692

固定資産合計 790,212 782,890

資産合計 3,971,106 3,841,270

負債の部   

流動負債   

買掛金 27,726 18,582

短期借入金 25,000 25,000

1年内返済予定の長期借入金 60,800 60,800

未払金 421,777 380,152

未払法人税等 184,147 132,956

賞与引当金 133,146 93,093

株主優待引当金 － 1,200

その他 528,111 510,906

流動負債合計 1,380,709 1,222,691

固定負債   

長期借入金 80,400 50,000

退職給付に係る負債 83,347 88,488

その他 520 －

固定負債合計 164,267 138,488

負債合計 1,544,977 1,361,179

純資産の部   

株主資本   

資本金 558,663 558,663

資本剰余金 339,295 339,295

利益剰余金 1,537,039 1,588,368

自己株式 △95,598 △95,598

株主資本合計 2,339,399 2,390,728

その他の包括利益累計額   

退職給付に係る調整累計額 △5,265 △2,632

その他の包括利益累計額合計 △5,265 △2,632

新株予約権 91,995 91,995

純資産合計 2,426,129 2,480,091

負債純資産合計 3,971,106 3,841,270
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年10月１日
　至　平成27年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年10月１日
　至　平成28年３月31日)

売上高 3,713,113 4,094,705

売上原価 1,261,867 1,372,564

売上総利益 2,451,245 2,722,141

販売費及び一般管理費 ※ 2,037,044 ※ 2,321,638

営業利益 414,200 400,503

営業外収益   

受取利息 161 179

解約手数料 1,704 4,347

その他 547 675

営業外収益合計 2,412 5,202

営業外費用   

支払利息 1,698 1,228

その他 434 61

営業外費用合計 2,133 1,289

経常利益 414,480 404,415

税金等調整前四半期純利益 414,480 404,415

法人税、住民税及び事業税 101,229 123,072

法人税等調整額 58,505 24,988

法人税等合計 159,734 148,060

四半期純利益 254,745 256,355

親会社株主に帰属する四半期純利益 254,745 256,355
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年10月１日
　至　平成27年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年10月１日
　至　平成28年３月31日)

四半期純利益 254,745 256,355

その他の包括利益   

退職給付に係る調整額 － △2,632

その他の包括利益合計 － △2,632

四半期包括利益 254,745 253,722

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 254,745 253,722
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年10月１日
　至　平成27年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年10月１日
　至　平成28年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 414,480 404,415

減価償却費 66,292 78,322

貸倒引当金の増減額（△は減少） 30 6,280

賞与引当金の増減額（△は減少） △2,355 △40,053

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △1,349 7,774

受取利息 △161 △179

支払利息 1,698 1,228

売上債権の増減額（△は増加） △176,328 △74,845

たな卸資産の増減額（△は増加） 5,212 11,050

仕入債務の増減額（△は減少） △487 △9,143

未払金の増減額（△は減少） 110,703 △36,482

その他 △14,363 △55,993

小計 403,370 292,372

利息の受取額 161 179

利息の支払額 △1,910 △1,383

法人税等の支払額 △41,736 △179,641

営業活動によるキャッシュ・フロー 359,883 111,528

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △37,979 △548

無形固定資産の取得による支出 △73,961 △63,882

敷金及び保証金の差入による支出 － △13,847

その他 △1,692 △1,692

投資活動によるキャッシュ・フロー △113,633 △79,970

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 25,000 －

長期借入金の返済による支出 △30,400 △30,400

配当金の支払額 △170,528 △204,797

その他 △1,041 △1,041

財務活動によるキャッシュ・フロー △176,969 △236,238

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 69,280 △204,681

現金及び現金同等物の期首残高 1,654,356 1,966,172

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 1,723,636 ※ 1,761,491
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」

という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等

会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社

の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用とし

て計上する方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合について

は、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半

期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分

から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累

計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

　企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事

業分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点か

ら将来にわたって適用しております。

　これによる損益に与える影響はありません。

 

（追加情報）

（法人税率の変更等による影響）

「所得税法等の一部を改正する法律」（平成28年法律第15号）及び「地方税法等の一部を改正する等の法

律」（平成28年法律第13号）が平成28年３月29日に国会で成立し、平成28年４月１日以後に開始する連結会計年

度から法人税率等の引下げ等が行われることとなりました。これに伴い、繰延税金資産の計算に使用する法定実

効税率は前連結会計年度の計算において使用した32.3％から平成28年10月１日に開始する連結会計年度及び平成

29年10月１日に開始する連結会計年度に解消が見込まれる一時差異については30.9％に、平成30年10月１日に開

始する連結会計年度以降に解消が見込まれる一時差異については、30.6％となります。

　なお、この税率の変更による影響は軽微であります。
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（四半期連結貸借対照表関係）

※　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

 
前連結会計年度

（平成27年９月30日）
当第２四半期連結会計期間
（平成28年３月31日）

投資その他の資産 218千円 212千円

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成26年10月１日

　　至 平成27年３月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成27年10月１日

　　至 平成28年３月31日）

給与手当 648,307千円 764,439千円

広告宣伝費 627,066 664,189

退職給付費用 4,247 7,075

賞与引当金繰入額 65,834 77,362

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記の

とおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成26年10月１日
至 平成27年３月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成27年10月１日
至 平成28年３月31日）

現金及び預金勘定 1,823,636千円 1,861,491千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △100,000 △100,000

現金及び現金同等物 1,723,636 1,761,491

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成26年10月１日　至　平成27年３月31日）

  配当金支払額

（決　議） 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年12月19日

定時株主総会
普通株式 170,855千円 25円 平成26年９月30日 平成26年12月22日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成27年10月１日　至　平成28年３月31日）

  配当金支払額

（決　議） 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年12月18日

定時株主総会
普通株式 205,026千円 30円 平成27年９月30日 平成27年12月21日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成26年10月１日　至平成27年３月31日）

当社グループは、人材サービス事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成27年10月１日　至平成28年３月31日）

当社グループは、人材サービス事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成26年10月１日
至　平成27年３月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成27年10月１日
至　平成28年３月31日）

(1) １株当たり四半期純利益金額 37円28銭 37円51銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（千円）
254,745 256,355

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（千円）
254,745 256,355

普通株式の期中平均株式数（株） 6,834,200 6,834,200

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 － 37円43銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額

（千円）
－ －

普通株式増加数（株） － 14,891

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前事業年度末から重要な変動があったものの

概要

　－ 　－

　（注）前第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している

潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。
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２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成28年５月11日

株式会社キャリアデザインセンター

取　締　役　会　　御　中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 岸　　　　洋　平　　印

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 松　本　　雄　一　　印

 

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社キャリ

アデザインセンターの平成27年10月１日から平成28年９月30日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成28年

１月１日から平成28年３月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成27年10月１日から平成28年３月31日まで）に係

る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期

連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社キャリアデザインセンター及び連結子会社の平成28年３月31

日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正

に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

 

　（注）　１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社

 　          （四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

         ２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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